
1982 九 州 病 害 虫 研 究 会 報 111

コ ブ ノ メ イ ガ 及 び ト ビ イ ロ ウ ン カ 捕 集 箱 の 試 作

山下 幸彦 ・深町 三朗(鹿 児島県農業試験場)

Collection of rice leafrollers and brown planthoppers in traps equipped with fluorescent 

lamp and rice seedlings. Yukihiko YAMASHITA and Saburo FUKAMACHI (Kagoshima 

Agricultural Experiment Station, Kagoshima 891-01)

実験用 の供試虫採集 の目的 で,内 部光源型 の螢光灯捕

集 箱(以 下捕集箱 とす る)を 用い供試 虫の採集 を行 った

ところ,コ ブノメイガ,ト ビイロウンカの採集 に有効で

あ ることを認 めたので,結 果の概要 について報告す る。

捕 集 箱 の 構 造

第1図 に示す ように,46×46×90cmの 箱 を作 り,上 下

は板張 りに し,光 源は20W螢 光灯 を取 り付 けた。光源の

両側は透 明アク リル板 を加工 した よろい戸 を取 り付 けた。

よろい戸 は第2図 に示す ように採集虫が脱 出しない よ う

に山形 を組み合わせ,隙 間は4mmに した。光源の前面 は

開 き戸 にして,透 明 アク リル板 を張 り付 けた。採集 され

た虫が安定す るように光源 より下 の部分 は板張 りに して,

若 い稲 を入れ るように した。

調 査 期 間 ・方 法

1981年6月24日 か ら8月10日 まで,毎 日の飛来状況 を

調査 した。 トビイロウンカについては定着稲上 で10頭 以
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下 の場合 は計算 しなか った。

結 果 及 び 考 察

コブノメ イガ:初 期飛来虫は予察灯 でば1頭,捕 集箱

では24頭,早 期水稲のほ場生 息成虫数 の累計 は238頭 で

あった。飛来次 世代は予 察灯では1頭,捕 集箱では累計

183頭 の飛来 を認 めた。

トビイロウンカ:初 期飛来虫は予察灯 では3頭,捕 集

箱では284頭 であ った。飛来次世代は予察知 では230頭,

捕集箱では10頭 以下 を切 り捨て累計で1,197頭 であっだ。

1981年 は空梅雨で飛来性害虫の飛来量 は少なく,両 種

とも予察 灯で飛来 実態 を把握 し,予 察 を行 うことが 非常

に困難 な年 であったが,捕 集箱 は予察灯 に比べて採 集数

が 多かった。 トビイロウ ンカは第4図 に示す ように,飛

来 虫は予 察灯に比べ捕集箱で多 く,ほ 場の発生 とほぼ並

行 した。有 効温 量に よる理論値 とその後の ほ場発生実 態

及 び飛来次 世代成 虫の採集状 況か らみて,捕 集箱 は予察

灯 に比 べ少 発生 条件下 で も採集効率が よ く,適 確 に実態

を とらえ ろことが で きた。

第1図 捕 集 箱 の 見 取 図(単 位cm)

第2図 よ ろ い 戸 の 構 造(単 位cm)

第3図 コブノメイガの発生状況(鹿 児 島市,1981)

下 の線 は飛来 日 と有効温量に よる羽化 日を示す。

第4図 トビイ ロ ウ ン カの発 生 状 況

(鹿 児 島市,1981)

下 の線 の矢 印 は有 効 温 量 に よ る羽 化 ピ ー ク を示 す。

L:羽 化 の ピー ク と産 卵 ピー クのず れ

E:卵 期D:幼 虫 期
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コブノメイ ガは趨光性があ るに もかか わ らず予察灯へ

の飛来が少ないのは,酒 井(1950)に よると予察灯の周辺

まで成 虫は飛来す るが箱への落下が少 ないためで,光 源'

を水銀 灯や螢光灯 に変 えて も殆ん ど変 らない としてい る。

今回の調査 で も第3図 に示す ように同様 の結果 を得て い

るが,捕 集箱 は予察灯 に比べ初期飛来 虫の採集効率は よ

く,ほ ぼほ場の実態 と並行 した。その後 の発生について

も,被 害発生状況 や有効温量 による理 論値 と比べ,次 世

代の発生経過をよ くとらえてい ることが うかがわれた。

これ は内部光源型 に した結果,行 動に よる障害がな くな

り,趨 光性が有効 に利用 されたた めであ ると考 えられ る。

又,採 集虫 を安定 させ るため稲 を入れたが,深 町(1982)

によると,コ ブノメイガ成 虫は日中は繁茂 した稲等に休

息 し,日 没 と共 に比較的に若 い稲等,寄 主植物 に分散 し,

明 け方 には日中の休息場所に移動す る習性が認 められて

い る。 その よ うな過程か らす ると,よ ろい戸構造 は脱出

防止 に有効 に働 いた と考 えられた。

この よ うに,予 察灯 は落下型 よりよろい戸 でか こった

内部光源型 にす ると趨光性が あるに もかか わ らず,そ の

虫 の行動 によって予察が困難 であった害虫の発生消長 の

把 握が可能 にな る。構造全般 については今後一般化す る

ための改善の検討が必要 である。
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